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欠乏餌(AIN76 飼料をベースに脂質中の AA と DHA を 0%に調整)を摂取させ、その後は通常餌で飼育した。






る行動変化、2)マンガン強調 MRI 測定による脳内神経活性の変化、	 3)成長後の大脳皮質前頭前野におけ
るミエリン関連遺伝子群の発現低下（統合失調症の死後脳研究で観察される結果とほぼ一致）、4)	 3)の
遺伝子群の制御遺伝子のプロモーター領域のメチル化変化、等が起こることを見いだした。	 
	 
【結論】	 
本研究の結果は、1)	 脳発達期の不飽和脂肪酸欠乏が将来の精神疾患発症脆弱性につながる可能性、2)	 
広い意味で統合失調症の発症メカニズムに胎児プログラミングが関与する可能性、を示唆しており、不
明な点が多い統合失調症の発症機序解明の一つの手がかりが得られるもの期待している。また、この結
果から妊婦（あるいは授乳中の母親）の適切な栄養指導が精神疾患の発症予防につながる可能性が考え
られた。	 
 
